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秋
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現
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杵
築
・
国
東
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
六
日

佐　

藤　
　
　

勝

１　

き
つ
き
城
下
町
資
料
館

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
歴
史
の
ま
ち
づ
り
事
業
と
し
て
、
北
台
武
家
屋
敷

を
中
心
と
し
て
、
旧
家
老
屋
敷
大
原
邸
を
買
収
し
、
寄
贈
さ
れ
た
磯
矢

邸
、藩
校
の
門
、石
畳
の
坂
道
、土
塀
な
ど
の
修
理
修
復
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
南
台
地
区
の
武
家
屋
敷
群
の
な

か
に
用
地
を
取
得
し
、
城
下
町
資
料
館
と
歴
史
公
園
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
市
内
に
点
在
す
る
文
化
財
施
設
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
持

た
せ
る
と
と
も
に
、
青
少
年
や
市
民
の
文
化
財
愛
護
と
杵
築
の
歴
史
の

再
認
識
を
ね
ら
い
と
し
、観
光
面
や
歴
史
的
環
境
保
全
の
中
核
と
し
て
、

地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

き
つ
き
城
下
町
資
料
館
は
、瓦
ぶ
き
の
和
風
建
築（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
）
で
、
国
宝
級
の
文
化
財
が
展
示
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て

お
り
、総
事
業
費
は
約
八
億
四
〇
〇
〇
万
円
で
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

五
月
に
開
館
し
た
。

　

展
示
物
と
し
て
は
、
城
下
町
杵
築
を
模
型
で
復
元
し
た
ジ
オ
ラ
マ
、

町
人
・
武
士
の
文
化
、
偉
人
・

先
哲
の
紹
介
な
ど
を
常
設
展

示
し
、
他
に
年
二
回
の
企
画

展
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

旧
市
役
所
前
の
一
松
会
館
を

資
料
館
の
隣
に
移
築
し
、
一

松
定
吉
氏
の
遺
徳
を
偲
ぶ
と

と
も
に
一
松
邸
と
改
名
の
う

え
、
平
成
十
三
年
よ
り
公
開

し
て
い
る
。
そ
の
庭
か
ら
は

遠
く
四
国
を
望
み
守
江
湾
と
杵
築
城
、
八
坂
川
河
口
が
展
望
で
き
る
。

２　

杵　

築　

城

　
　

◆
杵
築
（
木
村
）
城
の
歴
史

　

建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）、
大
友
氏
二
代
親
秀
の
六
男
親
重
が
、
鎌

倉
幕
府
か
ら
豊
後
国
速
見
郡
武
者
所
と
し
て
三
千
五
百
貫
を
う
け
、
八

坂
歴
代
の
郷
木
村
の
圧
に
封
ぜ
ら
れ
、
鴨
川
に
竹
ノ
尾
城
を
築
い
た
。

こ
れ
が
杵
築
（
木
村
）
城
の
起
源
と
い
え
よ
う
。

　
　

木
村
氏
当
主

　
　

①
親
重
―
②
能
重
―
③
貞
重
―
④
頼
直
―
⑤
親
直
―
⑥ きつき城下町資料館（Ｈ26．11．16）
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親
公
―

　
　

⑦
能
世
―
⑧
直
忠
―
⑨
親
忠
―
⑩
親
貞
―
⑪
親
久
―
⑫

親
家
―

　
　

⑬
親
実
―
⑭
親
諸
―
⑮
鎮
秀
―
⑯
鎮
直
―
⑰
統
直

　

木
村
氏
四
代
頼
直
は
、
時
勢
の
変
遷
や
港
湾
の
埋
没
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
城
移
転
の
必
要
性
を
感
じ
、
海
を
め
ぐ
ら
し
断
崖
絶
壁
で
、
要

塞
堅
固
な
城
山（
杵
築
城
の
現
在
地
）に
決
め
、応
永
元
年（
一
三
九
四
）

に
竣
工
し
、
こ
れ
に
移
り
木
村
城
と
称
し
た
。
城
が
台
上
に
あ
る
の
で

台
山
城
と
も
い
い
、
地
形
が
牛
の
臥
し
た
姿
に
似
て
い
る
の
で
、
臥
牛

城
と
も
い
っ
た
。

　

頼
直
に
は
、
豊
姫
と
い
う
容
姿
艶
麗
の
姫
が
あ
っ
た
。
中
傷
の
た
め

安
岐
城
主
田
原
頼
泰
と
の
婚
約
が
破
れ
た
の
を
悲
し
み
、
夜
半
と
ど
ろ

き
の
淵
に
身
を
投
じ
た
。
父
頼
直
は
こ
れ
を
憐
れ
み
、
と
ど
ろ
き
と
竹

の
尾
の
窟
に
石
地
蔵
尊
を
祀
り
、
冥
福
を
祈
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
哀
切
不
憫
の
想
い
も
、
移
転
の
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

時
代
は
戦
国
の
世
へ
と
移
り
、
六
代
親
公
、
七
代
能
世
、
十
二
代
親

家
、
十
三
代
親
実
、
十
五
代
鎮
秀
は
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
い
で
討
ち
死
に
し

て
い
る
が
、
十
六
代
鎮
直
の
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
十
二
月
、
島

津
軍
二
五
〇
〇
人
の
猛
攻
を
う
け
た
が
、
防
戦
の
末
、
敵
を
破
り
勝
ど

き
を
挙
げ
た
。こ
の
勝
利
に
よ
っ
て
勝
山
城
と
い
う
別
名
が
生
ま
れ
た
。

　

第
十
七
代
統
直
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
時
、
宗
家
の
大
友
義

統
に
従
っ
て
長
子
直
清
と
と
も
に
出
陣
し
た
。
大
友
勢
は
鳳
山
に
布
陣

し
て
い
た
が
、敵
の
大
軍
を
見
て
後
方
に
移
動
し
た
。こ
の
こ
と
を
知
っ

た
小
西
行
長
が
秀
吉
に「
義
統
は
一
戦
も
せ
ず
に
城
を
捨
て
て
逃
げ
た
」

と
報
告
し
た
。
秀
吉
は
激
怒
し
て
、
義
統
の
領
土
を
没
収
し
毛
利
輝
元

に
お
預
け
と
し
た
。
こ
れ
に
従
う
統
直
は
、
鳳
山
の
戦
で
嫡
子
直
清
を

失
い
、
今
ま
た
宗
家
大
友
除
国
と
な
り
、
恨
み
を
の
ん
で
帰
途
に
つ
い

た
が
、
門
司
の
瀬
戸
で
自
刃
入
水
し
た
。

　

こ
の
悲
報
が
木
村
城
の
父
鎮
直
に
届
き
、
鎮
直
夫
妻
は
そ
ろ
っ
て
自

害
し
た
。
時
に
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
六
月
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

十
七
代
、
三
四
四
年
間
統
治
の
木
付
氏
は
滅
亡
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
太
閤
検
地
が
行
わ
れ
、
文
禄
四
年
に
は
寺
社
奉
行
の
前
田
徳

善
院
玄
以
に
木
村
が
与
え
ら
れ
た
が
、
玄
以
は
五
奉
行
の
一
人
な
る
が

故
に
、
代
官
を
派
遣
し
た
。

　

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
は
、
杉
原
長
房
が
近
江
（
滋
賀
県
）
よ

り
三
万
石
を
も
っ
て
入
部
し
た
。
長
房
は
城
山
の
木
付
城
が
、
風
当
た

り
が
強
い
こ
と
、
海
が
浅
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
戦
術
の
変
化
な
ど
の

理
由
を
も
っ
て
、
城
を
北
麓
の
平
地
に
移
転
し
は
じ
め
た
。

　

慶
長
四
年
、
丹
後
（
京
都
府
）
田
辺
城
主
細
川
忠
興
の
所
領
に
加
え
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ら
れ
、
家
臣
松
井
康
之
と
有
吉
立
行
が
城
代
と
し
て
入
城
し
た
。
同
五

年
、
関
が
原
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
が
、
豊
後
の
城
主
で
東
軍
方
は
木
村

城
だ
け
で
あ
っ
た
。
領
地
没
収
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
大
友
義
統
は
、
毛

利
輝
元
に
口
説
か
れ
て
、
失
地
回
復
の
た
め
西
軍
方
と
な
り
、
吉
弘
統

幸
に
木
付
城
を
攻
め
さ
せ
た
。
し
か
し
城
代
松
井･

有
吉
は
よ
く
こ
れ

を
防
ぎ
撃
退
し
た
。

　

徳
川
家
康
は
天
下
統
一
後
、
豊
後
の
国
を
七
人
で
配
分
し
た
が
、
木

村
城
だ
け
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
の
後
の
一
国
一
城
の
令
に
よ
り
、

木
村
城
の
天
守
櫓
を
取
り
除
い
た
と
い
う
。細
川
忠
興
は
軍
功
に
よ
り
、

三
九
万
石
と
な
り
豊
前
小
倉
（
当
初
は
中
津
）
に
転
封
と
な
っ
た
。

　

細
川
氏
の
肥
後
（
熊
本
）
へ
の
転
封
の
後
の
木
村
城
主
は
小
笠
原
忠

知
が
配
さ
れ
た
。
そ
し
て
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
は
、
能
見
松
平

氏
七
代
松
平
英
親
が
、三
万
七
〇
〇
〇
石
（
後
父
重
直
の
遺
志
に
よ
り
、

二
男
重
長
に
三
〇
〇
〇
石
、
三
男
重
政
に
二
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
。

よ
っ
て
三
万
二
〇
〇
〇
石
と
な
る
）
を
も
っ
て
入
部
し
た
。
以
来
明
治

四
年
廃
藩
に
至
る
ま
で
、
十
代
二
二
七
年
間
の
松
平
氏
の
統
治
が
続
い

た
。

　

歴
代
の
松
平
氏
の
藩
主

　
　

①
英
親
―
②
重
栄
―
③
重
休
―
④
頼
純
―
⑤
親
盈
―
⑥

親
貞
―

　
　

⑦
親
賢
―
⑧
親
明
―
⑨
親
良
―
⑩
親
貴

　

松
平
氏
は
徳
川
幕
府
と
、
祖
先
を
同
じ
く
し
て
い
る
譜
代
大
名
で
あ

り
、
代
々
名
君
が
相
つ
ぎ
、
蒲
民
を
憐
れ
み
、
殖
産
興
業
に
功
績
を
遺

し
、
ま
た
文
武
に
わ
た
り
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

初
代
英
親
は
歴
代
中
特
に
優
れ
た
藩
主
で
あ
り
、
治
績
を
あ
げ
藩
の

基
礎
を
確
立
し
て
い
る
。
英
親
の
時
、
杉
原
長
房
が
着
手
し
た
城
の
移

転
が
完
了
し
、
平ひ
ら

城じ
ろ

（
現
在
の
杵
築
中
学
校
の
位
置
）
と
な
っ
た
。
十

代
親
貴
の
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
と
な
り
、
松
平
英
親
入
城
以

来
二
二
七
年
、
木
村
親
重
入
封
よ
り
六
二
二
年
間
の
杵
築
（
木
付
）
城

は
、
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

◆
杵
築
城
復
元
の
経
過

　

六
二
二
年
の
歴
史
を
有
す
る
杵
築
城
の
復
元
は
、
心
あ
る
者
の
多
年

に
わ
た
る
願
望
で
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
そ
の
機
に
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
容
易
な
ら
ぬ
復
元
の
大
事
業
を
堅
く
決
意
し
一
念
発
起
し
た
の
が

初
代
市
長
八
坂
善
一
郎
で
あ
っ
た
。

　

八
坂
市
長
は
、
杵
築
市
の
象
徴
と
な
る
城
の
復
元
を
は
か
り
、
郷
土

博
物
館
を
併
置
し
て
、
城
下
町
杵
築
の
文
化
遺
産
を
保
存･

顕
彰
し
、

教
育･
観
光
両
行
政
の
一
環
と
な
し
、
格
調
高
い
市
勢
の
進
展
を
期
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
市
長
の
こ
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
急
速
に
気
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運
は
動
き
、
い
よ
い
よ
実
現
を
目
指
し
て
踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
一
月
、「
杵
築
城
復
元
準
備
委
員
会
」

を
つ
く
り
、協
議
の
結
果
同
年
二
月
一
日
「
杵
築
城
復
元
期
成
同
盟
会
」

を
結
成
し
た
。
そ
し
て
約
一
〇
〇
名
の
役
員
を
委
嘱
し
二
九
名
の
建
設

委
員
を
選
任
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
を
商
工
水
産
観
光
課
に
置
き
、
復
元
に
要
す
る
費
用

は
、
全
額
寄
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
と
し
、
杵
築
城
復
元
趣
意
書

･

あ
い
さ
つ
状
な
ど
を
作
成
し
て
、
募
金
準
備
に
か
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
い
よ
い
よ
募
金
活
動
に
入
り
二
月
十
四
日
の
八
坂
地
区
を

は
じ
め
と
し
て
、
順
次
北
杵
築
、
奈
狩
江
、
大
内
、
杵
築
と
地
区
区
長

会
を
開
き
、
市
長
並
び
に
係
員
が
出
向
き
、
趣
旨
を
説
明
し
絶
大
な
る

協
力
を
要
請
し
た
。

　

二
月
二
十
一
、二
十
八
日
に
は
東
京
、
四
月
四
日
は
京
都
、
十
三
日

は
大
阪
に
お
い
て
、
在
京
、
在
関
の
知
名
士
を
招
待
し
、
市
長
よ
り
協

力
を
要
請
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
よ
り
、市
内
の一部
に
、城
の
復
元
に
反
対
す
る
者
も
あ
り
、「
杵

築
城
復
元
反
対
市
民
会
議
」
な
る
も
の
を
つ
く
り
、
市
内
外
に
向
け
て
反

対
運
動
を
お
こ
し
、
募
金
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ほ
ぼ
一
か
年
に
わ
た
っ
て
の
市
長
を
中
心
と
す
る
、
市
内

外
の
多
く
の
人
の
努
力
が
実
を
結
び
、
三
千
有
余
名
の
方
々
の
協
賛
が

あ
り
、
目
標
で
あ
っ
た
五
五
〇
〇
万
円
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昭
和
四
十
四
年（
一
九
六
九
）十
一
月
、市
議
会
で
こ
の
復
元
事
業
を
、

市
の
直
営
事
業
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
、「
杵
築
城
建
設
特
別
委
員
会
」

が
つ
く
ら
れ
た
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
東
京
に
本
社
を
も
つ
、
株
式
会
社
藤
田
組
と
契

約
を
結
び
、昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

工
事
は
順
調
に
進
み
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
に
完
工
し
、
同
年
十
月
八

日
に
落
成
式
を
挙
行
し
た
。

　

ま
た
、
城
内
城
外
の
展
示
資
料
蒐
集
の
た
め
の
委
員
会
を
設
置
、
委

員
を
委
嘱
し
た
。
篤
志
の
方
か
ら
の
貴
重
な
文
化
財
の
寄
贈
と
出
品
が

あ
り
、
石
造
美
術
品
は
整
備
さ
れ
た
公
園
内
に
、
一
般
資
料
は
城
内
に

展
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
で
は
城
下
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

（
出
典
『
杵
築
市
誌
』）
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（出典　杵築市誌）



― 118 ―

３　
ペ
ト
ロ
岐
部
カ
ス
イ

　
　

―
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
～
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
―

江
戸
時
代
初
期
の
邦
人
司
祭
。
ペ
ト
ロ
は
洗
礼
名
、
カ
ス
イ
は
号
。

国
東
半
島
（
国
見
町
）
の
豪
族
岐
部
氏
の
一
族
。
父
は
ロ
マ
ノ
岐
部
、

母
は
マ
リ
ア
波
多
・
長
崎･

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
学
び
、
イ
エ
ズ
ス

会
の
同
宿
（
伝
道
士
）
と
な
る
。
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
に
宣
教

師
が
国
外
に
追
放
さ
れ
、
翌
元
和
元
年
ぺ
ト
ロ
も
マ
カ
オ
へ
渡
る
が
、

司
祭
叙
階
へ
の
希
望
を
絶
た
れ
、ロ
ー
マ
を
目
指
す
。
イ
ン
ド
を
経
て
、

日
本
人
と
し
て
初
め
て
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
れ
た
後
、
同
六
年
ロ
ー

マ
へ
至
る
。
同
年
試
験
を
受
け
て
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
で
司
祭
に
叙
階
さ
れ

た
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
を
許
さ
れ
、
聖
ア
ン
ド
レ
ア
修
練
院
に
入
る
。

同
八
年
帰
国
の
途
に
つ
き
、
マ
ド
リ
ー
ド
、
リ
ス
ボ
ン
を
経
て
寛
永
元

（
一
六
二
四
）
年
イ
ン
ド
に
至
り
、
翌
年
マ
カ
オ
に
到
着
。
帰
国
の
機

会
を
得
る
た
め
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
に
行
き
、
マ
ニ
ラ
を
経
て
、
同
七
年

ル
バ
ン
グ
島
を
出
発
し
て
薩
摩
の
坊
津
に
帰
着
。
長
崎
か
ら
東
北
に
移

り
、
迫
害
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
た
め
に
働
く
。
同
十
六
年
仙
台
領
で
捕

縛
さ
れ
、
江
戸
で
穴
吊
し
の
拷
問
に
か
け
ら
れ
る
が
、
棄
教
せ
ず
殉
教

し
た
。一

、
私
の
名
は
ペ
ト
ロ･

カ
ス
イ
、
父
ロ
マ
ノ
岐
部
と
母
マ
リ
ア

波
多
の
子
、
当
年
三
十
三
歳
。
生
ま
れ
は
日
本
の
豊
後
の
国

浦
辺
。

二
、
信
心
に
関
し
て
は
、
私
は
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ザ
リ
オ
を
唱

え
、
ま
た
ほ
か
の
聖
人
た
ち
に
他
の
祈
祷
を
さ
さ
げ
、
土
曜

日
に
大
斎
を
行
な
う
ほ
か
は
、
特
別
な
も
の
は
な
い
。

三
、
入
会
の
動
機
は
、
私
の
自
由
な
決
心
で
あ
る
。
す
で
に
十
四

年
前
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
そ
の
よ
う
な
願
を
立
て
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
顧
問
マ
ス
カ
レ
ニ
ャ
ス
神
父
作

の
誓
願
文
を
使
っ
た
。

四
、
身
体
に
関
し
て
は
、
い
か
な
る
労
苦
に
で
も
堪
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

五
、
神
の
賜
物
に
関
し
て
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
特
別
に
私

の
た
め
与
え
給
う
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
数

多
く
、
か
つ
い
ろ
い
ろ
な
労
苦
と
危
険
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

よ
う
や
く
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
練
者
に
加
え
て
も
ら
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

六
、
自
分
の
召
命
に
満
足
し
て
お
り
、
ま
た
自
分
の
救
霊
お
よ
び

同
胞
の
そ
れ
の
た
め
に
進
歩
し
た
い
と
い
う
お
お
さ
な
希
望

を
も
っ
て
い
る
。

ぺ
ト
ロ･

カ
ス
イ
日
本
人

（
出
典
『
日
本
の
精
華
』）
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